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【動機】         

昨年、蛍光について興味を持ち、植物の蛍光を観察した。その中で、キュウリの果実の表皮が赤く蛍光

することが分かった。その理由を調べてみたいと思い、本研究を行うことにした。本研究の目的は、キュ

ウリに含まれる赤色蛍光する物質を調べることである。 

【方法】         

 まず、キュウリの赤色蛍光を試料と紫外線ライトの距離など条件を変えて観察した。次に、顕微鏡を用

いてキュウリの赤色蛍光する部分を観察した。そして、クロマトグラフィーを用いてキュウリの成分を分

離し、蛍光の様子を観察した。また、蛍光時の画像を解析し、輝度や色相を求めた。 

【結果】         

キュウリの赤色蛍光は、試料と紫外線ライトとの距離が短いと試料の蛍光時の色相が強くなった。ま

た、キュウリの赤色蛍光する部分には葉緑体が見られた。そして、キュウリの成分は石油エーテル、アセ

トンも溶媒に用いた薄層クロマトグラフィーで分離し、2 か所が赤色蛍光した。 

【まとめ】         

キュウリの果実に含まれる赤く蛍光する物質は、葉緑体に含まれるクロロフィル a、クロロフィル b で

あり、それらは、水に溶けにくく、有機溶媒に溶けやすい。特に、クロロフィル aの方が有機溶媒に溶け

やすい。また、クロロフィル a よりクロロフィル b の方が強く赤く蛍光する。  

【展望】         

本研究で、キュウリに含まれる赤色蛍光する物質はクロロフィル a、クロロフィル b とわかった。今後

は、エネルギーが高い紫外線でクロロフィルを照らすと、クロロフィルがエネルギーの低い赤色光を蛍光

として放出するということの仕組みについて研究を深めたい。 


